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野毛山幼稚園

予 定

日 曜 備 考

9 水

10 木  進級児は休園

11 金 ９時15分　教育館２階

14 月 9時15分　教育館２階

15 火 9時2０分　礼拝堂

21 月 　年長・年中組　イースター礼拝

　（年長組参加予定）

23 水 　１１時30分降園

29 火 　昭和の日 休園

ランチ始まり　14日(月)

年長組になった喜びを実感する。

新しく出会った友だちや保育者に親しみを感
じ、園生活に期待を持つ。

　学年連絡会(年中くるみ組)

新しい出会いの中で、保育者と一
緒に賛美や祈りを通して神さまの
愛に包まれている雰囲気を感じる

まわりの様子をみたり、好きな人
や場所をみつけたり、くり返し遊ぶ
ことで安心して過ごす

身近な花や草、虫を保育者と一緒
にみつけ、春の訪れを感じる

お祈りやさんびか、聖書のお話、そして
保育者のまなざしやことばの中に、神
さまに愛されているという安心を覚え
る

年　長（すずらん組）年　中（くるみ組）

保育者との出会いを喜ぶ。

幼稚園での基本的な生活習慣に少しずつなじ
む。

幼稚園の中で安心できる場所を見つける。

進級の喜びを感じる。

これまでの体験や関わりに重ねて、遊
びの続きや友だちとの交わりを喜ぶ

保育者に親しみ、安心感を持つ。

22 火

はじめて出会ったものの遊び方や使い方を知
る。

春の自然の美しさやおもしろさを感じ
て過ごす

年中くるみ・年長すずらん組

　４月誕生会

年　少(ばら組)

4　月　の　予　定

自分の靴箱、ロッカー、タオルかけの場所を
覚える。

予 定

　第一学期始業式

　2025年度(令和7年度)入園式

あなたがたは神に愛されている子供です。

エフェソの信徒への手紙５章１節

神さまのひとり子イエスさまは、私たちの罪のために十字
架にかかって死なれ、３日ののちによみがえられました。そ
の日がイースター(復活祭)です。
今年は４月２０日がイースターです。

今年度一番はじめに与えられた聖書の言葉は「あな
たがたは神に愛されている子どもです」です。ここ
で、「あなたがた」とは子どものことだけではなく、私
たちおとなも、すべての人のことを言っています。神
さまは私たちひとりひとりを愛しておられます。子ど
もたちも私たちも神さまの愛と祝福を受けています。
「愛」という言葉は何種類かの意味がありますが、こ
こでの「愛」はギリシア語で「アガペー」という語で、
神さまからの無償の愛を意味します。それは人間の
「～だから好き」ということではなく、「無条件」の愛
です。自分は愛されて大切にされているという経験
や思いは、これから自分だけではなく、友だちも同じ
だということを知ることにつながっていきます。

4月、出会いの季節です。
2025年度、さまざまな出会いに感謝しつつ、歩んでい
きましょう。
はじめてのことがいっぱいで、期待と不安が入り混
じっていることと思います。
心配なことがあっても、優しく声をかけ、守ってくれる
人が近くにいることを知って、過ごしてほしいと思い
ます。また、目には見えませんが、神さまがいつも一
緒にいてくださって守っておられます。
そのことを信じ、過ごしていきましょう。

　野毛山動物園リニューアルオープン式典

決まり・ルールの確認をする。 体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。

月主題　月のねがい

主題

年長すずらん組・年中くるみ組

年少ばら組

　ひつじかい総会

だいじょうぶ
（年少）

神さまに
愛されて
（年中長）

保育者や友だちの名前を覚える。

わからないことや、不思議に思ったことを聞
いたり、調べたりする。

約束に従って、あそびやゲームをする楽しさ
を味わう。

歌を歌ったり、手あそびしたりして楽しむ。

絵本や紙芝居に親しむ。

春の自然にふれてあそぶ。

春の自然に親しむ。

小さい友だちに話しかけたりして親しむきっ
かけをつくる。

友だちとのふれあいを楽しんだり、安心し
て好きな遊びを楽しむ。

みんなが関わってあそぶ。

新しい友だちを喜んで迎え入れ、いろいろ
教えてあげる。

春の自然にふれてあそぶ。

絵本や紙芝居に親しむ。

好きな場所やあそびを見つけて安心して過ご
す。

今月の聖句　

　学年連絡会(年少ばら組)

イースター


